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3.1.3.3 鉄道貨物輸送の改善策と効果 
（1）旧来型駅施設等の既存インフラによる鉄道

輸送の問題 
1）鉄道貨物輸送の変遷 
 従来の鉄道貨物輸送は、ヤード集結型を中心と

して行われてきた。このため、従来の貨物駅等の

施設は、ヤード集結型輸送体系に対応して配置し

整備されたものであり、荷主と鉄道輸送の接点と

しての貨物駅は、全国の鉄道ネットワークに多く

配置されていた。全国の鉄道輸送ネットワークの

変遷については、貨物駅数の変化により分かる。

1950年代には、全国の貨物駅数は約3800であり、

平均駅間距離は約5kmであった。しかし、60年
代後半に入ってからは、地域拠点駅の重点的な整

備や取扱規模の小さい駅の集約廃止が行われた。

その結果、駅数を見ると、50年代の3800駅から、

70年度末に約2500駅に、75年度末に約1600駅に、

80年度末に約1200駅に、85年度末に約400駅に、

国鉄民営化以降は約350駅までに減少してきた。

駅数の減少に対応して、従来のヤード集結型から

拠点駅間の直行型へと輸送体系の転換が進められ

た。これは拠点駅間の輸送における作業の非効率

や輸送時間の長さを改善して効率を高めることを

目的としたものである。 
2）旧来型駅施設による輸送体系の問題 
 前述したように、従来の鉄道ネットワークは

ヤード集結輸送に対応したものであるため、拠

点貨物駅は大量の貨物が発生していた工場・鉱

山付近または盲腸線に設置されることが多かっ

た。また中間駅は少量の貨車にしか対応できな

かった。このため中間駅からの貨車は、小単位

で運ばれて輸送拠点の操車場に集結され、その

後、拠点駅間を大編成で輸送されていた。この

ようなことから、現状の鉄道ネットワークにお

ける駅配置は、従来のヤード集結型に対応した

貨物駅を単に集約し、形成されたものであり、

荷主の分布状況やトラック輸送との結合性など

に対する考慮等が不足している。また、既存イ

ンフラをそのまま利用して貨物輸送を行うには、

特に駅構内における非効率な作業とサービス提

供の不足などの問題がある。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-3.1.18 旧来型の駅施設における構内作業（その１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-3.1.19 旧来型の駅施設における構内作業（その２） 
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